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～ 伝統を受け継ぎさらに新たな風を ～

後期の活動がスタートしました

校長 對馬 寿恵

後期がはじまり、生徒会活動等の中心が２年生となりました。今期のスローガンは、

「新時代～真・信・心・進・親・神～」“シン”という音を持つ言葉で目指すものを表

し、新しい時代を築こうという思いが込められています。これからの一年でこの思いを

具現化してくれることと期待しています。11 月に開かれた拡大委員会では、書記局から
書記局と全委員会がつながり一つのテーマについてそれぞれの角度から取り組むことが

提案されました。テーマは“あいさつ”です。そこで、あいさつについて少し調べてみ

ることにしました。

挨拶（あいさつ）の「挨」は相手の心を開く、「拶」には相手の心に近づくという意

味があるそうです。「心を開き、その心に近づく」ということです。毎日何気なくして

いるあいさつですが、文字の意味から人と関わる上で重要な役割を持っているというこ

とがわかります。また、こんなよさを書いているものもありました。

１ 感謝を伝えられる

２ 存在を認めているこということを示せる

３ 仲良くなるきっかけとなる

４ 印象の良さを与えられる

５ 緊張をほぐせる

委員会では、「あいさつをしてはいるけど、問

われているのは質」という意見が出ていました。

明るい表情と声、そして姿。まずは子供たちに関

わる私たち大人が範を示していきたいものです。

＜学校教育目標＞
愛：豊かな心をもち、人とのつながりを大切にする生徒
健：心身ともにすこやかで、逞しく生きる生徒
創：知性をみがき、自らを活かそうとする生徒

＝先生も学ぶ＝

11 月 2 日、校内研究会を実施しました。
年に数回行っている研修のうちのひとつ

で、今回は数学の授業を見て、その後視点

に沿って話し合いを行いました。子供たち

それぞれが、わかった・できたという実感

が持てる授

業を目指し

て、今後も

授業の工夫

改善に努め

ます。

＝ お 願 い ＝

年度当初にも文書を差し上げておりましたが、本校

ではお子様を送迎する際、登下校時の生徒の安全確保

・スクールバスの運行経路確保と危険回避のため玄関

前ではなく駐車場での乗り降りと経路の指定をお願い

いたしております。冬場は安全

確保についてさらに慎重にと考

えております。ご理解の上ご協

力をお願いいたします。



１２月 主な行事予定

1 木 保護者懇談・三者懇談③

2 金 保護者懇談・三者懇談④

任期満了にとも 5 月 保護者懇談・三者懇談⑤

ない，新たな知内 6 火 保護者懇談・三者懇談⑥

中学校生徒会役員 9 金 ＳＣ来校日

が選出されまし 15 木 冬休み図書貸出(～22日)

た。これから１年 16 金 ＳＣ来校日

間よろしくお願い 20 火 中学生議会(3年)

します。 21 水 職員会議

【新生徒会書記局】 23 金 ２学期終業式

・会 長 Ｓ ・　Ｔ（２Ａ） 24 土 冬季休業(～1/12まで)
「日本一丁寧な挨拶の学校へ」 29 木 学校閉庁日(～1/3まで)

・副会長 Ｋ　・　Ｙ （２Ａ） ※行事予定は11/30時点のものです
「明る く て暖かい笑顔あふれる学校を目指します」

・副会長

・書記長

（１Ａ）「メリハリのある過ごしやすい学校にします」

（１Ａ）「一人ひとりが参加できる企画を考え協力できる学校にします」

（２Ａ）「笑顔いっぱいの雰囲気の良い学校にします」・会 計

令和４年度第４３回読書感想文コンクールが行われ、本校は４

名入賞しました。なお笠松さんの作品は、第６８回渡島青少年読

書感想文コンクールでも優秀賞に輝きました。

氏 名 題 名

優秀賞 （２Ａ） 「私にとっての幸せとは」

入 選 （３Ａ） 「人とつながる みんなでつくる」

佳 作 （２Ａ） 「人間どうしの付き合い方で大切なこと」

佳 作 （１Ａ） 「本当の優しさ」

１ ０／２ ４ （日）、 北斗市農業振興センターにおいて渡

島中学校英語暗唱大会が開催され、 本校からはＯ・Ａさん

(３年) とＫ・Ｙさん(２年)の２名が出場しました。
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